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住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
は
、
公
害
問
題
か
ら
新
た
な
埋
立
地
へ
移
転
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
途
中
で
工
場
移

転
を
中
止
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
を
失
っ
た
埋
立
工
事
を
そ
の
ま
ま
続
行
し
た
。
一
方
で
、
本
来
の
目
的
で
あ
っ
た
は

ず
の
、
同
工
場
周
辺
の
環
境
対
策
は
一
向
に
進
ん
で
い
な
い
。
そ
も
そ
も
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
埋
立
て
に
よ
り
環
境
が
破

壊
さ
れ
、
一
方
で
住
民
の
健
康
状
態
も
改
善
さ
れ
な
い
現
状
を
政
府
が
放
置
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

埋
立
て
問
題
に
つ
い
て 

3 

住
友
金
属
は
、
西
防
波
堤
沖
埋
立
地
で
の
廃
棄
物
処
分
に
関
し
て
、
全
廃
棄
物
に
関
し
て
、
ト
ン
あ
た
り
七
五
円
を
作

業
委
託
費
と
し
て
財
団
法
人
和
歌
山
環
境
保
全
公
社
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
事
実
か
。
事
実
と
す
れ 

2 

住
友
金
属
は
、
西
防
波
堤
沖
埋
立
地
で
の
廃
棄
物
処
分
に
関
し
て
、
安
価
で
廃
棄
を
行
っ
て
い
た
が
、
他
企
業
が
住
友

金
属
と
同
量
の
産
業
廃
棄
物
を
当
該
埋
立
地
で
処
分
し
た
場
合
と
の
差
額
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。 

1 

瀬
戸
内
海
で
の
埋
立
て
が
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
住
友
金
属
和
歌
山
の
沖
合
い
移
転
に
関
連
し
て
、
埋
立
て
を
許
可
し
た
理
由
を
記
さ
れ
た
い
。 
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友
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二 

沖
出
し
中
止
と
環
境
対
策
に
つ
い
て 

1 

一
九
九
一
年
に
住
友
金
属
が
、
和
歌
山
製
鉄
所
の
沖
出
し
の
断
念
を
発
表
し
た
こ
と
に
つ
き
、
当
時
認
識
し
て
い
た 

6 

不
当
な
利
益
を
出
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
住
友
金
属
か
ら
直
接
民
間
企
業
へ
の
売
却
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。 

5 

当
該
埋
立
地
の
第
二
工
区
部
分
に
つ
き
、
住
友
金
属
は
、
関
西
電
力
に
対
し
て
売
却
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
公

有
水
面
埋
立
法
第
二
七
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
「
権
利
ヲ
移
転
シ
又
ハ
設
定
セ
ム
ト
ス
ル
者
ガ
其
ノ
移
転
又
ハ
設
定
ニ
因
リ

不
当
ニ
受
益
セ
ザ
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
住
友
金
属
及
び
当
該
埋
立
地
の
譲
受
人
が
不
当
な
利
得
を
得
る
こ

と
は
法
律
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

4 
西
防
波
堤
沖
埋
立
工
事
で
は
、
住
友
金
属
は
護
岸
工
事
費
を
負
担
し
て
い
る
か
。
負
担
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
額

は
い
く
ら
か
、
工
区
別
に
記
さ
れ
た
い
。 

ば
、
住
友
金
属
が
現
在
ま
で
に
受
け
取
っ
た
総
額
は
い
く
ら
か
。 

ま
た
、
住
友
金
属
及
び
当
該
埋
立
地
の
譲
受
人
に
不
当
な
利
益
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
主
体
は
誰
か
。
加
え
て
、

当
該
事
案
で
不
当
な
利
益
が
出
な
い
よ
う
な
具
体
的
方
策
に
つ
き
述
べ
ら
れ
た
い
。 

四 

 



 

4 

和
歌
山
県
保
健
環
境
部
長
が
環
境
庁
企
画
調
整
局
環
境
影
響
審
査
課
長
な
ら
び
に
環
境
庁
水
質
保
全
局
瀬
戸
内
海
環
境 

保
全
室
長
に
宛
て
た
「
和
歌
山
下
津
港
内
の
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ
い
て
（
報
告
）
」
（
以
下
、
「
報
告
」
と
記
す
）
に 

 
 

 

よ
れ
ば
、
「
工
場
移
転
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
と
予
定
さ
れ
て
い
た
環
境
保
全
対
策
と
同
等
以
上
の
対
策
を
実
施
さ
せ
る
よ 

う
同
社
を
指
導
し
ま
す
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、 

3 

2
の
設
定
は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。
一
九
九
四
年
か
ら
の
月
別
の
降
下
煤
塵
量
を
記
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
守
ら
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
指
導
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

2 
一
九
九
四
年
に
地
区
環
境
改
善
に
、
中
松
江
自
治
会
と
住
友
金
属
が
協
議
し
、
降
下
煤
塵
量
の
企
業
目
標
値
を
一
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り
月
総
量
四
ト
ン
と
設
定
し
た
こ
と
を
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。 

(2) 

現
在
、
工
場
移
転
と
同
等
以
上
の
環
境
保
全
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。
対
策
が
な
さ
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
指
導
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
さ
ら
に
、
何
ら
か
の
指
導
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
内
容
を
記
さ
れ
た
い
。 

(1) 

工
場
移
転
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
と
予
定
さ
れ
て
い
た
環
境
保
全
対
策
に
つ
き
記
さ
れ
た
い
。 

か
。
認
識
し
て
い
た
場
合
に
、
一
九
九
二
年
に
第
二
工
区
の
埋
立
て
を
許
可
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 

五 

 



 

8 

住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
周
辺
で
は
、
地
下
水
の
マ
ン
ガ
ン
濃
度
が
高
い
と
聞
く
が
、
同
工
場
と
の
関
係
は
あ
る
か
。 

7 

住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
で
は
、
ハ
イ
カ
ー
ボ
ン
鋼
の
手
入
れ
場
な
ど
で
、
浸
透
液
と
現
像
液
の
廃
液
を
長
年
に
わ 

た
っ
て
垂
れ
流
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、 

6 

住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
の
付
近
で
は
、
今
で
も
騒
音
、
振
動
、
臭
気
が
絶
え
ず
、
周
辺
住
民
の
不
満
が
多
い
と
聞
く

が
、
同
製
鉄
所
が
沖
合
い
移
転
を
中
止
す
る
前
と
後
で
、
何
ら
か
の
改
善
が
な
さ
れ
た
の
か
。
数
値
を
示
し
て
説
明
さ
れ

た
い
。 

5 

報
告
に
よ
れ
ば
、
「
工
場
周
辺
に
お
け
る
市
民
へ
の
環
境
影
響
を
緩
和
す
る
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
対
策
の
趣
旨
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
市
民
の
十
分
な
理
解
、
合
意
を
得
た
上
で
進
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
に

対
す
る
合
意
は
ど
の
よ
う
な
形
で
得
て
い
る
の
か
記
さ
れ
た
い
。 

(3) 

同
工
場
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
の
か
、
そ
の
内
容
を
記
さ
れ
た
い
。 

(2) 

周
辺
の
水
質
検
査
を
速
や
か
に
行
っ
た
の
か
。
行
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。 

(1) 

確
認
し
て
い
る
か
。 

関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
何
ら
か
の
改
善
措
置
を
指
導
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 六 

 



 

 

七 

三 

緩
衝
緑
地
に
つ
い
て 

1 
工
場
立
地
法
、
公
害
防
止
事
業
費
事
業
者
負
担
法
に
よ
る
、
住
友
金
属
和
歌
山
製
鉄
所
が
整
備
す
べ
き
緩
衝
緑
地
の
面

積
は
ど
の
程
度
か
記
さ
れ
た
い
。 

2 

現
在
の
同
工
場
で
整
備
さ
れ
て
い
る
緩
衝
緑
地
の
面
積
は
ど
の
程
度
か
記
さ
れ
た
い
。 

3 

緩
衝
緑
地
の
整
備
責
任
者
は
住
友
金
属
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

4 

住
友
金
属
は
、
緩
衝
緑
地
の
整
備
責
任
を
県
だ
と
発
言
し
て
い
る
と
聞
く
が
事
実
か
。 

5 

公
害
防
止
事
業
団
（
現
、
環
境
事
業
団
）
が
緩
衝
緑
地
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
当
該
事
業
の
予
算
と
使
途
を
各
年

度
別
に
記
さ
れ
た
い
。 

6 

同
工
場
が
沖
合
い
移
転
を
中
止
し
た
今
、
緩
衝
緑
地
の
整
備
は
住
友
金
属
の
義
務
で
早
急
に
整
備
す
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。 

右
質
問
す
る
。 


